
安井鍼灸整骨院 NEWS VOL.５８(７月) 
こんにちは。安井鍼灸整骨院です。今回は、TFCC 損傷(三角線維軟骨複合体損傷)です。 

<TFCC損傷とは？> 

TFCCとは、手首の小指側にある靭帯や軟骨からなるクッションの役割をしている組織で「三角繊維軟骨複合体」

と呼ばれています。これらは、手首にある骨と骨を繋ぎ止めたり、衝撃の吸収や力の伝達など、手首の安定性に

作用しています。 

 

<TFCC損傷の症状とは？> 

=主として、手首の小指側に痛みが発症します。特にタオルを絞ったり、ドアノブを回したりする動作や重い荷

物を持つなどの際、また手首を小指側に倒す動きや手首を捻る際に痛みが生じます。 

 
<TFCC損傷の要因> 

TFCC損傷の主要因は外傷である。手関節部の強い衝撃や手関節への過剰な負荷の繰り返しによって発症するも

ので、野球やテニス等のスポーツが原因となることが多い。また転倒や作業中の外傷による靭帯損傷や手関節の

酷使によっても同様なことが起こりうる。尚、加齢に伴う変性損傷によって発症することもある。また外傷を認

めずに発症することもあり、この要因として尺骨が橈骨に対して長くなっていることが挙げられる。 

<TFCC損傷の治療> 

安井鍼灸整骨院では、初期治療においてサポーターやテーピング、弾性包帯等による固定で局所の安静を保つよ

う指示します。また局所の安静と平行して、鍼灸治療や超音波治療器等を利用し症状の改善を図ると伴に、出来

るだけ早期にスポーツ現場への復帰を目指します。 



サポートテープ方法 

用意するもの キネシオロジーテープ（固定を目的とするので伸長率は低いものを選びます。） 

幅：５ｃｍ 長さ：２０ｃｍ ２５ｃｍ 各１本２５ｃｍは親指に巻くので４ｃｍ程切れ目を入れてください  

貼付肢位 

手関節撓側外転位（手首を親指側に倒す）※この肢位が特に重要です。 

1 本目 

切れ目を入れた側を親指付け根に巻き、撓側外転位を保ったまま（重要）テープを引っ張りながら前腕部まで貼

付（テープの端は引っ張らない）        2 本目 

手首に巻きます。（強く引っ張らない）手首が小指側に倒れにくくなっていることを確認します。 

※TFCC 損傷は軟骨損傷の為、非常に治りにくい怪我です。痛みが出たら早めの受診を心がけましょう。 

 

安井鍼灸整骨院 ０７８－９９５―９４６１ 新患の方は、来院前に予約の御協力をお願いします。 

9：00～12：00 16：00～21：00(月～金) ８：３０～13：00 16：00～20：00(土) 

駐車場正面に２台 キッズスペースあり 夜２０：３０まで受付 詳しくはHPをご覧ください。 

兵庫県明石市大久保町大窪１９２１番地の１クレージュ山手１０１号(カラオケまねきねこ横) 


